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研究成果の概要：約 5600 病院を網羅した往復はがきによる調査，及び各地の病院の視察

および意見交換により，本来の目的の一つであった病院患者図書館の日本におけ

る状況が判明してきた。日本において病院患者図書館が拡大しつつあり，現場の

声として医療従事者や患者が強い興味を示す傾向がうかがわれた。また，比較対

象として老人ホームにおける読書環境の概況を明らかにした。さらに，日本の病

院患者図書館の可能性を考える上で，既に普及段階にある世界の状況も調査し，

イギリスの St.Tomas’Hospital が完璧ともいえる患者図書室を設置していることが解り，

NHS Direct や BBC Health，CILIP の Health Library Group に問い合わせ中である。近年

の患者意識の変革が，病院患者図書館の位置づけにも影響し，増加傾向に拍車をかけてい

た。公立図書館との連携や感染症に対する理解が未熟である点が課題となってい

ることがわかった。 
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１．研究開始当初の背景 
 
先進諸国では既に定着しつつある病院患者
図書館が，医療において革新的な役割を果た
すことが提唱されている。日本では 1974 年
に始まった調査を 7年ぶりに継続調査するこ

とで，日本の医療諸問題の解決の糸口を模索
するという背景をもつ。 
 
２．研究の目的 
 
 増え続けている医療紛争や医療費増加の
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軽減，および医療体制の変革による患者主体
の医療情報サービス提供等を，増加傾向にあ
る病院患者図書館という新しい視点で捉え，
対策を模索する目的がある。 
 この目的を次の３つのサブプロジェクト
として構成した。 
 
(1) サブプロジェクトⅠ 病院患者図書館
全国調査（アンケート） 
 
 本調査の主目的は，病院患者図書館の数が
増加傾向にあるのか否かを過去の実態調査
と照らし合わせつつ明らかにする点にある。 
 第二に，病院患者図書館が存在している施
設について，担当者や本の種類，利用対象と
方法に関する傾向を，往復葉書による調査と
いう限られた資源のなかで最大限把握する
ことを目指した。 
 第三に，施設としての図書館から一歩はな
れ，通院患者および入院患者の読書環境の観
点から，病院と図書とのかかわりの現状を理
解すべく，質問項目を策定した。 
 第四に，地域の健康情報拠点としての病院
の役割に着目し，公立図書館との連携状況お
よび連携の可能性を見いだすことに狙いを
定めた。 
 
(2) サブプロジェクトⅡ 老人ホーム全国
調査（アンケート） 
 
 高齢者の読書環境の観点から，病院よりも
高齢者として強い特徴を有する老人ホーム
へのアンケート調査を行うことで，問題の所
在を探る。 
 
(3) サブプロジェクトⅢ チーム作業：病
院患者図書館視察および海外状況調査 
 
 連携研究者とのチーム作業により，日本や
海外の状況調査を行うことで，医療現場にお
ける現状を明らかにし，また，海外との比較
のなかで，日本の現状を位置づけることに注
力する。 
 
３．研究の方法 
 
(1) サブプロジェクトⅠ 
 
 ここでは，特にサブプロジェクトⅠの方法
について詳しく述べる。 
 全国の病院（総覧およびインターネットを
参照）に患者専用の図書館の設置状況，詳細，
未設置の場合は今後の設置予定の有無，病院
患者図書館に関する意識，等を往復はがきに
よるアンケート調査をした。また自由記載欄
を設け，担当者による自由な意見を記載して
もらった。実際の病院患者図書館への現地調

査で，現状の把握を試みた。 
 これまでの調査対象病院は，1974 年調査で
は 400 機関，1984 年調査および 1994 年調査
では 1200 機関，2000 年調査では 2000 機関で
あった。同規模の調査を目指し，本調査では，
独立行政法人福祉医療機構の病院情報デー
タベース”WAM NET”(http://www.wam.go.jp)
から約 5600 病院を抽出して行った。 
 調査手法は，往復葉書による質問調査であ
る。送付および回収は 2007 年９月から 2009
年２月の間に行った 。 
 記入集計上の工夫として神奈川県立総合
教育センターのフリーソフトウェア”Mark 
Scan ” 
(http://www.edu-ctr.pref.kanagawa.jp/ma
rkscan)によるマークシート方式を採用した。 
 返却された葉書は，市販のドキュメント向
けイメージスキャナで画像を読み取り PDF形
式で保存した後，Mark Scan でマークシート
からテキストファイル(csv 形式)に変換し，
集計を行った。 
 一連の作業には Microsoft Excel と
Microsoft Accessを適宜使用した。Microsoft 
Access を用いたのは，マークシート回収結果
と病院情報とを病院整理番号をキーにして
照合させるためである。また，csv ファイル
にはマークあり／なしの情報のみが記載さ
れているにすぎず，必ずしも分析に適してい
るわけではない。そこで，C#言語による独自
ソフトウェアにて整形したほか，病院整理番
号を２進数から１０進数に復号した。さらに，
Excel の音声合成機能で返信葉書原本と集計
データの最終チェックを行うための加工も
行った。 
 質問項目としては，問１および問２は公立
図書館と病院との連携状況を確認する項目
である。回答者が必ずしも図書に詳しい担当
者とは限らないことから，総務担当事務職員
でも回答しやすい項目を冒頭に優先した。 
 まず，問１では「近隣に公立図書館はあり
ますか」と尋ねた。通院患者が公立図書館で
図書を借りたあとに”徒歩”で病院に行き，
外来を終えた後に返却できる距離が想定さ
れており，また，入院患者も容易に一時外出
できる範囲として，「徒歩５分以内」という
選択肢を設けた。さらに，「徒歩２０分以内」
という選択肢をつくった理由は，”自家用車”
で通院する外来患者が立ち寄れる範囲を想
定したためであり，また，病院と公立図書館
との相互連携の難易度の分かれ目であると
考えたからである。 
 問２には「公立図書館と病院との連携はあ
りますか」という項目を設けた。そもそも”
連携”の概念は多義的ではあるものの，公立
図書館と何らかの連携を行っている病院数
が少数であると予想できたため，詳細に立ち
入ることは今後の個別調査に委ねる方針で



 

 

ある。また，返信宛名面に自由記載欄を設け
ることで，任意の回答を期待した。 
 問３から問４は，患者の読書環境一般を調
べるために設けた。問３には，「院内に患者
向けの本棚はありますか」という内容で，「入
院用あり」「通院用あり」のそれぞれを複数
回答可能選択肢として用意した。本棚といっ
ても，設置形態については極めて多様性に富
んでいることが予想できる。そして，本棚の
概要の推定には，院内において本棚の設置さ
れている場所，本棚の数，冊数の調査が寄与
する。しかし，今回の研究の主眼は病院患者
図書館の実態把握であり，返信担当者の負担
を可能な限り低減するためには，手間のかか
る作業を要するこれらの項目については割
愛した。 
 一方，本棚内容の全体傾向を探るために，
問４において，「患者向けの本棚がある場合
の本の種類」を組み入れることにした。本の
種類をみることにより，各病院の本棚がどの
ような目的で設置されているのかを捉える
ことが可能であると思われたからである。本
の種類には「医学資料」「闘病記」「一般書」
「漫画」「雑誌」「パンフレット」「健康ガイ
ド」「新聞」の欄を設けた 。 
 さて，本研究の主題である病院患者図書館
に関する質問が問５以降に続くことになる。
問５では「院内に独立した患者向けの図書室
はありますか」という質問により，いわゆる
病院患者図書館の有無を問うている。さらに，
今回の調査の主眼である，病院患者図書館拡
大の勢いをみるために，問５には「設置検討
中」の選択肢も用意した。ところで，独立し
た患者向けの図書室には，単なる小さな本棚
が存在している部屋から，公立図書館の分館
規模の大きなものまで，かなりの幅が予想で
きる。このため，おおよその傾向を探るため
に，問５で「あり」と回答した病院に限り，
問６から問８までの質問を引き続き用意し
た。 
 問６では病院患者図書館の担当者につい
て「図書館司書」「看護師」「他職員」「ボラ
ンティア」の４区分に分けて調査した。菊池
の研究によれば，実質的に患者図書館という
べきものは，「『担当者』『資料』『専用の図書
室』の３条件が揃った」ことが不可欠である
とされている 。そして，菊池の行ってきた
これまでの全国実態調査においても，「図書
館司書」「看護師」「他職員」「ボランティア」
を質問項目に含ませてきている。したがって，
今回の調査でもこれにならうことで，過去の
結果との比較が行えるようにした。 
 問７では，問４と同じの細目を設けて本の
種類を選択できるようにしてある。問４では
本棚一般について質問であったのに対して，
問７では独立した図書室について限定され
ている点で異なる。また，問８は利用対象と

方法についての項目であり，利用対象として
「入院患者」「通院患者」「職員」「一般人」
を，方法として「貸出」「病棟へ配本」の項
目を設けた。問８は他の質問項目よりも凝縮
されている感が否めないとはいえ，個々の病
院患者図書館の特性を掘り下げる研究は，先
行研究および今後の調査に委ねることにし
た。 
 
(2) サブプロジェクトⅡ 
 
 まず，”WAMNET”から全国の老人ホーム情
報 16237 カ所をダウンロードした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 さらに，ここから，1000 カ所を無作為抽出
して，サブプロジェクトⅠに準じたアンケー
トを送付した。ただし，問題の所在を探るた
めに，自由記載欄を重視した点が異なる。 
 
(3) サブプロジェクトⅢ 
 
 チーム会議を半年に１回程度行い，各自分
かれて，病院患者図書館に関する現地調査を
行った。また，英国の病院患者図書館状況の
情報収集を継続的に行い，会議で相互報告を
行った。 
 
４．研究成果 
 
(1) サブプロジェクトⅠの結果 
 
 約 2400 件の回答があり，7年前と比べ，格
段に患者図書館が増えていることが明らか
となった。 
 また，患者の利用状況や医療従事者の考え，
司書からの意見など，貴重な情報を得ること
ができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
問 1 近隣に公立図書館はありますか 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
問 2 公立図書館と病院の連携はありますか 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
問 3 院内に患者向けの本棚はありますか 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
問 4 患者向け本棚がある場合の本の種類 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
問 5 独立した患者向けの図書室はあります
か 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 

 

問 6 図書室の担当者はいますか 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
問 7 図書室に設置されている本の種類 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
問 8 利用対象と方法 
 
(2) サブプロジェクトⅡの結果 
 
 約 290 件の返信があり，老人ホームにおけ
る，読書環境の概況が明らかになった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
(3) サブプロジェクトⅢの結果 
 
 視察による実際の声から現時点における
日本の状況が導き出された。世界レベルとの
比較として，イギリスの St.Tomas’Hospital
や CILIP の Health Libraries Group からの
情報なども得た。引き続き，病院へのアンケ
ート調査や海外の情報，高齢化社会対策とし
て高齢者施設への可能性や公共図書館との
連携等も，これからの課題として残った。 
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